X 

芸術家 は 何よりも 作品の 完成 を 期せねば ならぬ。 さ 

もなければ、 芸術に 奉仕す る 事が 無意味に なって しま 

ふだら う。 たと ひ 人道的 感激に しても、 それだけ を 求 

めるなら、 単に 説教 を 聞く 事から も 得られる 害 だ。 芸 

術に 奉仕す る 以上、 僕 等の 作品の 与へ る もの は、 何よ 

り もま づ 芸術的 感激で なければ ならぬ。 それに は 唯 僕 

等が 作品の 完成 を 期す るより 外に 途 はな い の だ。 

芸術の 為の 芸術 は、 一 歩 を 転ずれば 芸術 遊戯 説に 堕 

ちる。 



人生の 為の 芸術 は、 一 歩 を 転ずれば 芸術 功利 説に 堕 

ちる。 

X 

完成と は 読んで そつの ない 作品 を痏 へる 事で はない。 

分化 発達した 芸術 上の 理想の それぞれ を 完全に 実現 さ 

せる 事 だ。 それが いつも 出来なければ、 その 芸術家 は 

恥ぢ なければ ならぬ。 従って 又 偉大なる 芸術家と は、 

この 完成の 領域が 最も 大規模な 芸術家な の だ。 一例 を 

挙げれば ゲェテ の 如き。 

勿論 人間 は 自然の 与 へ た 能力 上 の 制限 を 越える 事 は 



唯 「太陽が 欲しい」 と 云 ふ 形式より 外に 現せない の だ。 

その 内容と 形式との 一 つに なった 全体 を 的確に 捉へ得 

た 所が、 イブセンの 偉い 所な の だ。 ェ チェ ガ レイが 「ド 

ン- ホアンの 子」 の 序文で、 激賞して ゐ るの も 不思議 

ではない。 あの 言葉の 内容と あの 言葉の 中に ある 抽象 

的な 意味と を 混同す ると、 其処から 誤 つ た 内容 偏重 論 

が 出て 来る の だ。 内容 を 手際よ く掊へ 上げた ものが 形 

式で はない。 形式 は 内容の 中に あるの だ。 或は その ヴ 

アイス \ヴ アサ だ。 この 微妙な 関係 をのみ こまない 人 

に は、 永久に 芸術 は閉 された 本に 過ぎない だら う。 

X 



X 

偉大なる 芸術家の 作品 を 心 読 出来た 時、 僕 等 は屢そ 

じょ ことごとく 

の 偉大な 力に 圧倒され て、 爾余の 作家 は 悉 有れ ど 

も 無き が 如く 見えて しま ふ。 丁度 太陽 を 見て ゐ たもの 

が、 眼 を 外へ 転ずる と、 周囲が うす 暗く 見える やうな 

もの だ。 僕 は 始めて 「戦争と 平和」 を 読んだ 時、 どん 

なに 外の 露西亜の 作家 を 軽蔑した かわからない。 が、 

これ は 正しくない 事 だ。 僕 等 は 太陽の 外に、 月 も 星 も 

ある 事 を 知らなければ ならぬ。 ゲェテ は ミケル • アン 

ジ エロの 「最後の 審判」 に 嘆 服した 時 も、 ヴァ ティカ 

ンの ラフ ァェ ルを 軽蔑す る の に 躊躇す る だけの 余裕が 



用して、 その 作家の 前途まで 巧に 呪って しま ふ 事 だ。 

かう 云 ふ 呪 は 二重に 利き目が ある。 世間に 対しても。 

その 作家 自身に 対しても ご 

X 

ごん せん 

芸術が 分る 分らない は、 言詮を 絶した 所に あるの だ。 

水の 冷暖は 飲んで 自知 する 外 はない と 云 ふ。 芸術が 分 

るの も 之と 違 ひ はない。 美学の 本 さへ 読めば 批評家に 

なれる と 思 ふの は、 旅行 案内 さ へ 読めば 日本中 ど - J へ 

行っても 迷 はない と 思 ふやうな もの だ。 それでも 世間 

まんちゃく 

は 瞞着され るか も 知れぬ。 が、 芸術家 は —— いや 恐 

らく は 世間 も サン タヤ アナ だけで は —— 。 



X 

僕 は 芸術 上の あらゆる 反抗の 精神に 同情す る。 たと 

ひそれ が 時として、 僕 自身に 対する もので あっても。 

芸術活動 は どんな 天才で も、 意識的な ものな の だ。 

と 云 ふ 意味 は、 倪雲林が 石 上の 松 を 描く 時に、 その 松 

ことごとく 

の 枝 を 悉 途方 もな く 一方へ 伸した とする。 その 時 

その 松の 枝 を 伸した 事が、 どうして 或 効果 を 画面に 与 

へる か、 それ は 雲 林 も 知って ゐ たか どうか 分らない。 

が、 伸した 為に 或 効果が 生ずる 事 は、 百 も 承知して ゐ 

たの だ。 もし 承知して ゐ なかった としたら、 雲 林 は、 



天才で も 何でもない。 唯、 一種の 自働 偶人な の だ。 

X 

こやす が ひ 

無意識的 芸術活動と は、 燕の 子安貝 の 異名に 過ぎぬ。 

だから こそ ロダン はァ ン スピ ラ シ オン を 軽蔑した の だ。 

昔セ ザンヌ は、 ド ラクロアが 好い加減な 所に 花 を 描 

いたと 云 ふ 批評 を 聞いて、 むきになって 反対した 事が 

ある。 セザ ンヌは 唯、 ド ラクロア を 語る つもりだった 

かも 知れぬ。 が、 その 反対の 中には セ ザンヌ 自身の 面 

もたら 

目が、 明々 白地に 顕 れてゐ る。 芸術的 感激 を齎 すべ 

き 或 必然の 方 則を捉 へる 為なら、 白 汗 百 回す るの も 辞 



松の 枝 を 一 方に 伸す と 云 ふこつ をい やが 上に も 呑み こ 

むべき もの だ。 霊魂で 書く。 生命で 書く。 —— さう 云 

ふ 金箱ば か リ けば けば し い 言葉 は 、 中学 生に のみ 向つ 

て 説教す るが 好い。 

X 

単純 さは 尊い。 が、 芸術に 於け る 単純 さと 云 ふ もの 

しめぎ 

は、 複雑さの 極まった 単純 さなの だ。 ズ木を かけた 

上に も X 木 を かけて、 絞りぬ いた 上の 単純 さなの だ。 

その 単純 さ を 得る までに は、 どの位 創作的 苦労 を 積ま 

なければ ならない か、 この 局所に 気の つかない もの は、 

ろく じふ ごふ けみ なん. f.- 

六十 劫の 流転 を閲 しても、 まだ 子供の やうに 喃々 とし 



ま し 

その 儘 僕 を 風流の 魔 子に 堕落させる 惧が ある。 この 性 

質が 吹き 切らない 限り、 僕 は 人に も 僕 自身に も 僕の 信 

ずる 所 を は つきり させて、 自他に 対する 意地 づ くから 

も、 殻の 出来る 事を禦 がねば ならぬ。 僕が こんな 饒舌 

を 弄する 気になつ たの も その為 だ。 追々 僕 も 一 生 懸命 

にならない と、 浮ばれない 時が 近づく らしい。 (八- 

十 - 八) 
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